
幼児家庭教育の現状と今後について

ねらい 取り組み 成果・課題
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👉幼児教育と小学校教育の学
びをつなぎます！

家庭教育を支援する！
～家庭の教育力を高める～

<家庭教育>
家族のふれ合いを通して子供の生きる力を
育むこと

👉保護者の学びの支援
家庭で子どもを育て、教育できる力
をつける事を支えるため、妊娠期から
の情報提供・学びの場の提供

👉子育ての悩みを自由に語
り合える学びの場づくり
同じようなことで悩んでいる人と話し
合い、自ら考えることで、多様な考え、
気づきを得る助けとなる

<背景>
社会的要因・変化に伴う家庭教育力の低下

＜北部小の事例（一部）＞

＜小学校入学前家庭教育講座＞
入学前の保護者を対象に、学校生活や入学
までに身につけておきたい生活習慣を一緒
に考え学ぶ講座

＜家庭教育講演会＞
●脳科学者・川島隆太教授による、
脳科学から見た「子ども達の心身の発達や
必要な生活習慣について」保護者にわかり
やすく伝える講座（毎年）
●併せて、妊娠期から幼児家庭教育パンフ
レットの配布や幼稚園・保育園等でパートナ
ー講座を開催

<実績>
●小学校入学前家庭教育学級講座（R３）
２回開催・動画配信（YouTube）

●家庭教育講演会（R４）
川島隆太（東北大学加齢医学研究所所長）
2/19小金原地区開催予定（根木内小ほか）

●松戸版幼児家庭教育パンフレット
「まつどっ子 未来のために今」
市内産婦人科・小児科で配布（医師会の協
力・１７３所）母子手帳交付時に配布（母子保
健担当室との連携）
※このほか講座や小学校等で広く配布

●パートナー講座（Ｒ元実績）
開催回数42回 参加者数1,541人
幼稚園・保育園、おやこDE広場、小学校家
庭教育学級、小学生（６年生）など

研究指定校

北部小

松飛台小

小金小

＜幼稚園教育要領＞

〇内容（例）

〇パートナー講座（例）
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